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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　潤滑油基油に少なくとも下記の添加剤成分が溶解もしくは分散されてなる潤滑油組成物
：
（１）カルシウム量換算で０．０６～０．２５質量％の、ＴＢＮ２００～３００の高塩基
性硫化アルキルフェノールカルシウム塩、
（２）カルシウム量換算で０．０５～０．７５質量％の、過塩基化部のカルシウム量／石
鹸部のカルシウム量で表わされる塩基度が１．８～２．５で、炭素原子数１４～１８の炭
化水素基を一つ有する高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩、
（３）カルシウム量換算で０．１９～１．０５質量％の、過塩基化部のカルシウム量／石
鹸部のカルシウム量で表わされる塩基度が４．２～５．８で、炭素原子数２０～２８の炭
化水素基を一つ有する高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩、
（４）窒素量換算で０．００５～０．０６質量％そしてホウ素量換算で０．００１～０．
０２質量％のホウ素化無灰性分散剤、そして
（５）リン量換算で０．０１～０．１質量％のジヒドロカルビルジチオリン酸亜鉛。
【請求項２】
　ＴＢＮが２０～６０の範囲にある請求項１に記載の潤滑油組成物。
【請求項３】
　（２）の高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩がＴＢＮ１２０～２２０を示す請求
項１に記載の潤滑油組成物。
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【請求項４】
　（３）の高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩がＴＢＮ２３０～３４０を示す請求
項１に記載の潤滑油組成物。
【請求項５】
　ホウ素化無灰性分散剤が分子構造中にホウ素原子を含むこはく酸イミド誘導体である請
求項１に記載の潤滑油組成物。
【請求項６】
　ジヒドロカルビルジチオリン酸亜鉛が第１級ジヒドロカルビルジチオリン酸亜鉛である
請求項１に記載の潤滑油組成物。
【請求項７】
　潤滑油基油に少なくとも下記の添加剤成分が溶解もしくは分散されてなる潤滑油組成物
：
（１）カルシウム量換算で０．０６～０．４０質量％の、ＴＢＮ２００～３００の高塩基
性硫化アルキルフェノールカルシウム塩、
（２）カルシウム量換算で０．０５～０．５質量％の、過塩基化部のカルシウム量／石鹸
部のカルシウム量で表わされる塩基度が１．８～２．５で炭素原子数１４～１８の炭化水
素基を一つ有する高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩、
（３）カルシウム量換算で０．０８～１．５５質量％の、過塩基化部のカルシウム量／石
鹸部のカルシウム量で表わされる塩基度が３．６～４．５で、炭素原子数２０～２８の炭
化水素基を一つ有する高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩、
（４）カルシウム量換算で０．１～０．７０質量％の、過塩基化部のカルシウム量／石鹸
部のカルシウム量で表わされる塩基度が７．７～８．７で、炭素原子数２０～２８の炭化
水素基を一つ有する高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩、
（５）窒素量換算で０．００５～０．０６質量％そしてホウ素量換算で０．００１～０．
０２質量％のホウ素化無灰性分散剤、そして
（６）リン量換算で０．０１～０．１質量％のジヒドロカルビルジチオリン酸亜鉛。
【請求項８】
　ＴＢＮが２０～６０の範囲にある請求項７に記載の潤滑油組成物。
【請求項９】
　（２）の高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩がＴＢＮ１２０～２２０を示す請求
項７に記載の潤滑油組成物。
【請求項１０】
　（３）の高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩がＴＢＮ２００～２７０を示す請求
項７に記載の潤滑油組成物。
【請求項１１】
　（４）の高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩がＴＢＮ２８０～３５０を示す請求
項７に記載の潤滑油組成物。
【請求項１２】
　ホウ素化無灰性分散剤が分子構造中にホウ素原子を含むこはく酸イミド誘導体である請
求項７に記載の潤滑油組成物。
【請求項１３】
　ジヒドロカルビルジチオリン酸亜鉛が第１級ジヒドロカルビルジチオリン酸亜鉛である
請求項７に記載の潤滑油組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に船舶用として利用されている四ストロークトランクピストンディーゼル
内燃機関の潤滑に適した潤滑油組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　船舶用のトランクピストンディーゼル内燃機関の潤滑のための潤滑油としては、潤滑油
自体の各種性能を高め、かつ潤滑油の耐久性を高めるための各種の添加剤を含有する潤滑
油組成物が使用されている。
【０００３】
　代表的なトランクピストンディーゼル内燃機関用潤滑油の配合組成は、動粘度が約２２
～３００ｍｍ2／ｓ（４０℃の測定値）の範囲にある潤滑油基油に、高塩基性カルシウム
スルホネート（高塩基性アルキルベンゼンスルホン酸カルシウム塩清浄剤）、高塩基性カ
ルシウムフェネート（高塩基性硫化アルキルフェノールカルシウム塩清浄剤）、あるいは
高塩基性カルシウムサリシレート（高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩清浄剤）な
どの高塩基性金属含有清浄剤、および無灰性分散剤などの添加剤を分散もしくは溶解した
配合組成である。
【０００４】
　すなわち、トランクピストンディーゼル内燃機関の主な燃料は、Ａ重油あるいはＣ重油
を中心とする硫黄成分の多い石油系燃料であり、その燃焼によって酸性の硫黄酸化物（特
に、硫酸）が少なからず発生するため、その中和を目的とした高塩基性の金属含有清浄剤
が配合されている。また、この金属含有清浄剤と無灰性分散剤とは、硫黄酸化物の中和と
共に、燃料および潤滑油の劣化により発生するすすやスラッジなどと呼ばれる燃焼残査を
潤滑油中に均一に分散させ、それらの燃焼残査が、ピストン、ピストン溝、シリンダライ
ナ壁など内燃機関内部の各部材の表面に堆積するのを防止する役目をする。
【０００５】
　近年において、トランクピストンディーゼル内燃機関の燃料消費量を低減させることを
目的とした研究が進んでいる。トランクピストンディーゼル内燃機関の燃料消費量に影響
する要素として、ピストンのトップリングの摩耗があることは従来から知られている。す
なわち、ピストンリングの摩耗が激しいと、摩耗したピストンリングとシリンダライナと
の間の間隙からの燃料ガスの漏れが発生しやすく、その結果、燃料消費量が増加すること
になる。
【０００６】
　トランクピストンディーゼル内燃機関を主な対象とした潤滑油としては、高温運転され
る内燃機関の清浄性を高めるために、主要金属含有清浄剤として、高塩基性硫化アルキル
フェノールカルシウム塩清浄剤や、高塩基性硫化アルキルサリチル酸カルシウム塩清浄剤
が利用される傾向がある。
【０００７】
　特許文献１には、主として船舶、発電、鉄道等に使用される内燃機関、特に四ストロー
クトランクピストン内燃機関の潤滑に、炭素数が８～１９の炭化水素基を一つ有するサリ
チル酸金属塩と炭素数が２０～３２の炭化水素基を一つ有するサリチル酸金属塩とを含む
サリシレート系清浄剤を含有する潤滑油組成物が有効に用いられることの記載がある。
【０００８】
　特許文献２には、主として船舶、発電、鉄道等に使用される内燃機関、特に四ストロー
クトランクピストン内燃機関の潤滑に、（Ａ）塩基価が２４０ｍｇＫＯＨ／ｇ未満及び／
又は金属比が４．５未満であり、炭素数が２０～４０の炭化水素基を一つ有するアルカリ
金属サリシーレト又はアルカリ土類金属サリシレート及び／又はその（過）塩基性塩と、
（Ｂ）塩基価が２４０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上及び／又は金属比が４．５以上である金属系清
浄剤を含有する潤滑油組成物が有効に用いられることの記載がある。
【０００９】
【特許文献１】特開２００５－２６３８６０号公報
【特許文献２】特開２００５－２６３８６１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本願発明の発明者の研究によって、これまでに知られている高塩基性アルキルサリチル
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酸カルシウム塩を金属系清浄剤として含有する潤滑油組成物は、高温清浄性、すす分散性
、そして貯蔵安定性の面では優れているが、前述したピストンのトップリングの摩耗低減
には有効とは言えないこをが判明した。
【００１１】
　従って、本願発明の課題は、高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩を金属系清浄剤
として含有する潤滑油組成物であって、ディーゼルエンジンのピストンのトップリングの
摩耗の低減に有効な潤滑油組成物を提供することにある。
　さらに、本願発明の課題は、特にトランクピストンディーゼル内燃機関の潤滑に有効な
潤滑油組成物を提供することある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明者は、潤滑油組成物の添加剤組成として、高塩基性アルキルサリチル酸カルシウ
ム塩を用いる際に、高塩基性硫化アルキルフェノールカルシウム塩と組合わせ、高塩基性
アルキルサリチル酸カルシウム塩として、過塩基化部のカルシウム量／石鹸部のカルシウ
ム量で表わされる塩基度とサリチル酸に更されている炭化水素基の長さとをそれぞれ調整
した二種類以上の高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩を用い、さらに無灰性分散剤
としてホウ素化された無灰性分散剤を用いることにより、ディーゼルエンジンのピストン
のトップリングの摩耗の低減に有効な潤滑油組成物が得られることを見出し、本願発明に
到達した。
【００１３】
　本発明は、潤滑油基油（好ましくは、４０℃における動粘度が２２～３００ｍｍ2／ｓ
の基油）に少なくとも下記の添加剤成分が溶解もしくは分散されてなる潤滑油組成物（以
下、本発明潤滑油組成物－１という）にある。
（１）カルシウム量換算で０．０６～０．２５質量％（潤滑油組成物全体量に対する百分
率、以下同じ）の、ＴＢＮ２００～３００の高塩基性硫化アルキルフェノールカルシウム
塩、
（２）カルシウム量換算で０．０５～０．７５質量％の、過塩基化部のカルシウム量／石
鹸部のカルシウム量で表わされる塩基度が１．８～２．５で、炭素原子数１４～１８の炭
化水素基を一つ有する高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩、
（３）カルシウム量換算で０．１９～１．０５質量％の、過塩基化部のカルシウム量／石
鹸部のカルシウム量で表わされる塩基度が４．２～５．８で、炭素原子数２０～２８の炭
化水素基を一つ有する高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩、
（４）窒素量換算で０．００５～０．０６質量％そしてホウ素量換算で０．００１～０．
０２質量％のホウ素化無灰性分散剤、そして
（５）リン量換算で０．０１～０．１質量％のジヒドロカルビルジチオリン酸亜鉛。
【００１４】
　本発明はまた、潤滑油基油（好ましくは、４０℃における動粘度が２２～３００ｍｍ2

／ｓの基油）に少なくとも下記の添加剤成分が溶解もしくは分散されてなる潤滑油組成物
（以下、本発明潤滑油組成物－２という）にある。
（１）カルシウム量換算で０．０６～０．４０質量％の、ＴＢＮ２００～３００の高塩基
性硫化アルキルフェノールカルシウム塩、
（２）カルシウム量換算で０．０５～０．５質量％の、過塩基化部のカルシウム量／石鹸
部のカルシウム量で表わされる塩基度が１．８～２．５で炭素原子数１４～１８の炭化水
素基を一つ有する高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩、
（３）カルシウム量換算で０．０８～１．５５質量％の、過塩基化部のカルシウム量／石
鹸部のカルシウム量で表わされる塩基度が３．６～４．５で、炭素原子数２０～２８の炭
化水素基を一つ有する高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩、
（４）カルシウム量換算で０．１～０．７０質量％の、過塩基化部のカルシウム量／石鹸
部のカルシウム量で表わされる塩基度が７．７～８．７で、炭素原子数２０～２８の炭化
水素基を一つ有する高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩、
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（５）窒素量換算で０．００５～０．０６質量％そしてホウ素量換算で０．００１～０．
０２質量％のホウ素化無灰性分散剤、そして
（６）リン量換算で０．０１～０．１質量％のジヒドロカルビルジチオリン酸亜鉛。
【００１５】
　本発明において、ＴＢＮは、トータルベースナンバー（全塩基価、単位は、ｍｇ・ＫＯ
Ｈ／ｇ）を意味する。
【００１６】
　本発明において、「過塩基化部のカルシウム量／石鹸部のカルシウム量で表わされる塩
基度」とは、過塩基化されていないアルキルサリチル酸カルシウム塩中のカルシウム量（
分母）に対する過塩基化に寄与しているカルシウム量（分子）の比率を意味し、この塩基
度が高いことは、過塩基度が高いことを意味する。この塩基度は、用いる高塩基性アルキ
ルサリチル酸カルシウム塩添加剤成分中のアルキルサリチル酸の量の測定、測定されたア
ルキルサリチル酸の中和に必要なカルシウム量の計算（分母）、用いる高塩基性アルキル
サリチル酸カルシウム塩添加剤成分中のカルシウム量の測定、そしてこの測定値から分母
のカルシウム量を減じた量の計算（分子）を用いて決定することができる。
【００１７】
　本発明潤滑油組成物－１の好ましい態様を次に記す。
１）潤滑油組成物のＴＢＮが２０～６０の範囲にある。
２）（２）の高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩がＴＢＮ１２０～２２０を示す。
３）（３）の高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩がＴＢＮ２３０～３４０を示す。
４）ホウ素化無灰性分散剤が分子構造中にホウ素原子を含むこはく酸イミド誘導体である
。
５）ジヒドロカルビルジチオリン酸亜鉛が第１級ジヒドロカルビルジチオリン酸亜鉛であ
る。
【００１８】
　本発明潤滑油組成物－２の好ましい態様を次に記す。
１）潤滑油組成物のＴＢＮが２０～６０の範囲にある。
２）（２）の高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩がＴＢＮ１２０～２２０を示す。
３）（３）の高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩がＴＢＮ２００～２７０を示す。
４）（４）の高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩がＴＢＮ２８０～３５０を示す。
５）ホウ素化無灰性分散剤が分子構造中にホウ素原子を含むこはく酸イミド誘導体である
。
６）ジヒドロカルビルジチオリン酸亜鉛が第１級ジヒドロカルビルジチオリン酸亜鉛であ
る。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明の潤滑油組成物は、特に四ストロークトランクピストンディーゼルエンジン油と
して有用であり、高温清浄性、すす分散性、そして貯蔵安定性が優れているばかりではな
く、ピストンのトップリングの摩耗の低減に有効に作用する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　本発明の潤滑油組成物に用いられる基油としては、動粘度（４０℃での測定値）が約２
２ｍｍ2／ｓ～３００ｍｍ2／ｓの鉱油もしくは合成油が好ましく使用される。特に、好ま
しいのは動粘度（４０℃での測定値）２２ｍｍ2／ｓ～１４０ｍｍ2／ｓの鉱油もしくは合
成油である。鉱油としては、原油を常圧蒸留または減圧蒸留して得られた油留分に溶剤脱
れき、溶剤抽出、水素化分解、溶剤脱ろう、水素化精製などの処理を行って精製した油を
用いることができる。
【００２１】
　本発明の潤滑油組成物には、まず、金属系清浄剤として知られている高塩基性硫化アル
キルフェノールカルシウム塩が含まれている。
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【００２２】
　高塩基性硫化アルキルフェネートカルシウム塩清浄剤は、平均炭素原子数が約８～３０
のアルキル基を有するアルキルフェノールの硫化物のカルシウム塩である。高塩基性硫化
アルキルフェネートカルシウム塩清浄剤としては、ＴＢＮ（全塩基価：単位はｍｇ・ＫＯ
Ｈ／ｇ）が２００～３００の高塩基性硫化アルキルフェノールのカルシウム塩が用いられ
る。なお、高高塩基性アルキルフェネートカルシウム塩清浄剤の使用に際して、ＴＢＮが
２００未満（特にＴＢＮ５０～１８０）の低高塩基性のアルキルフェネートカルシウム塩
清浄剤を併用することもできる。
【００２３】
　本発明の潤滑油組成物には、次に、塩基度と炭化水素基とが互いに異なる二種類もしく
は三種類以上の高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩が用いられる。本発明で用いら
れる高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩は、指定された炭素原子数（本発明では、
平均炭素原子数の範囲で表示してある）の炭化水素基が付加したサリチル酸（もしくはそ
の誘導体）を過剰量のカルシウム塩基で中和して得られる金属清浄剤であり、公知であり
、市販品である。
　高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩は高い塩基度を持つものを含有させることが
好ましい。この高い塩基度を持つ高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩は、ピストン
のトップリングの摩耗の低減に特に有効である。
【００２４】
　本発明の潤滑油組成物は、更にホウ素化された窒素含有無灰性分散剤（ホウ素原子を分
子構造中に含む窒素含有無灰性分散剤）を含んでいる。
【００２５】
　本発明の潤滑油組成物に用いられる窒素含有無灰性分散剤としては、コハク酸イミド、
ベンジルアミンおよびこれらを有機酸、無機酸、アルコール、エステル等で変性して得た
無灰性分散剤を挙げることができる。特に好ましく用いることができる窒素含有無灰性分
散剤はコハク酸イミド分散剤である。コハク酸イミド分散剤は、例えば、平均分子量８０
０～８０００のポリブテンまたは平均分子量８００～８０００の塩素化ポリブテンと無水
マレイン酸とを１００～２００℃の温度で反応させて得られるポリブテニルコハク酸と、
ポリアミンとを反応させて製造することができる。ポリアミンとしては、ジエチレントリ
アミン、トリエチレンテトラミン、テトラエチレンペンタミン、ペンタエチレンヘキサミ
ン、ヘキサエチレンヘプタミンなどを用いることができる。本発明に用いるホウ素化され
た窒素含有無灰性分散剤は、例えば、上記のポリブテニルコハク酸ポリアミン反応生成物
にホウ酸もしくはホウ酸誘導体を加えて反応させることにより得ることができる。
【００２６】
　本発明の潤滑油組成物中には、さらにジヒドロカルビルジチオリン酸亜鉛（例、ジアル
キルジチオリン酸亜鉛、ジアリールジチオリン酸亜鉛）が含まれる。
【００２７】
　ジアルキルジチオリン酸亜鉛のアルキル基としては、炭素原子数２～１８の直鎖もしく
は分岐鎖の、一級アルキル基、二級アルキル基、もしくは三級アルキル基、例えば、エチ
ル、プロピル、イソプロピル、ブチル、イソブチル、ペンチル、ヘキシル、ヘプチル、オ
クチル、デシル、ドデシル、そしてオクタデシルを挙げることができるが、一級アルキル
基を持つジアルキルジチオリン酸亜鉛が好ましい。ジアリールジチオリン酸亜鉛としては
、ジアルキルアリールジチオリン酸亜鉛であることが好ましく、そのアルキルアリール基
としては、Ｃ2～Ｃ18のアルキル基を有するフェニル基、例えば、ブチルフェニル基、ノ
ニルフェニル基およびドデシルフェニル基などが挙げられる。
【００２８】
　本発明の潤滑油組成物は、基油に各成分をそれぞれ別に、同時にあるいは順次に添加し
て製造することができる。あるいは、各添加剤成分を高濃度で含有する添加剤組成物を予
め調製し、これと基油とを混合して製造することもできる。また、本発明の潤滑油組成物
には、さらに公知の各種の潤滑油添加剤を配合することもできる。
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【実施例】
【００２９】
［実施例１～２　－　比較例１～４］
　［潤滑油組成物の調製］
　下記の添加剤成分を後記の表１に記載の添加量にて、基油中に溶解もしくは分散させて
合計６種類の潤滑油組成物（いずれもＴＢＮが３０で、ＳＡＥが４０）を調製した。
　実施例および比較例で使用した添加剤と基油は、次の通りである。
（１）高塩基性硫化アルキルフェノールカルシウム塩（フェネート）
　　ＴＢＮが２５０のフェネート（Ｃａ含有量：９．６質量％）
（２）高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩Ａ（サリシレートＡ）
　　塩基度が２．０、炭化水素基の炭素原子数が１４～１８（混合物）のサリシレート（
ＴＢＮ：１７０、Ｃａ含有量：６．１質量％）
（３）高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩Ｂ（サリシレートＢ）
　　塩基度が４．８、炭化水素基の炭素原子数が２０～２８（混合物）のサリシレート（
ＴＢＮ：２７５、Ｃａ含有量：９．８９質量％）
（４）無灰性分散剤
　　ホウ素含有ビス型ポリブテニルコハク酸イミド（Ｎ含有量：１．９５質量％、Ｂ含有
量：０．６６質量％）
（５）ジヒドロカルビルジチオリン酸亜鉛（Ｚｎ－ＤＴＰ）
　　第一級アルキルジチオリン酸亜鉛（Ｐ含有量：７．４質量％）
（６）基油：４０℃の動粘度が１２０ｍｍ2／ｓの基油（基油混合物）
【００３０】
　［潤滑油組成物の評価］
　各潤滑油組成物について、トランクピストンディーゼルエンジンのピストンのトップリ
ングの摩耗特性を評価する試験として知られているファレックス試験を下記の条件にて行
なった。
　試験油温度：１００℃
　ステップアップ荷重：１１５ｋｇで５分、次いで２２７ｋｇで５分、そして最後に３４
０ｋｇで２０分
　評価方法：ピン摩耗量（ｍｇ）で評価した。摩耗量の少ない方が好ましい。
【００３１】
　試験した潤滑油組成物の添加剤成分組成と評価結果を表１に示す。
【００３２】
　　　　　　　　　　　　　　　　表１
────────────────────────────────────
                        実　施　例      　　　　比　較　例　　　　
                　　　　１　　　２      １      ２      ３      ４
────────────────────────────────────
フェネート　　　Ca%     0.125   0.22     --     0.125   0.22    0.55
サリシレートＡ  Ca%     0.43    0.39    0.24     --     0.85    0.53
サリシレートＢ  Ca%     0.63    0.57    0.83    0.95     --      --
無灰性分散剤    N%      0.016   0.016   0.016   0.016   0.016   0.016
                B%      0.005   0.005   0.005   0.005   0.005   0.005
Ｚｎ－ＤＴＰ    P%      0.04    0.04    0.04    0.04    0.04    0.04
────────────────────────────────────
ピン摩耗量（ｍｇ）      1.3     2.8     8.6     4.1     4.7     13.9
────────────────────────────────────
【００３３】
［実施例３～４　－　比較例５～８］
　［潤滑油組成物の調製］
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　下記の添加剤成分を後記の表２に記載の添加量にて、基油中に溶解もしくは分散させて
合計６種類の潤滑油組成物（いずれもＴＢＮが３０で、ＳＡＥが４０）を調製した。
　実施例および比較例で使用した添加剤と基油は、次の通りである。
（１）高塩基性硫化アルキルフェノールカルシウム塩（フェネート）
　　ＴＢＮが２５０のフェネート（Ｃａ含有量：９．６質量％）
（２）高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩Ａ（サリシレートＡ）
　　塩基度が２．０、炭化水素基の炭素原子数が１４～１８（混合物）のサリシレート（
ＴＢＮ：１７０、Ｃａ含有量：６．１質量％）
（３）高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩Ｃ（サリシレートＣ）
　　塩基度が４．０、炭化水素基の炭素原子数が２０～２８（混合物）のサリシレート（
ＴＢＮ：２３０、Ｃａ含有量：８．２質量％）
（４）高塩基性アルキルサリチル酸カルシウム塩Ｄ（サリシレートＤ）
　　塩基度が８．０、炭化水素基の炭素原子数が２０～２８（混合物）のサリシレート（
ＴＢＮ：３２０、Ｃａ含有量：１１．４質量％）
（５）無灰性分散剤
　　ホウ素含有ビス型ポリブテニルコハク酸イミド（Ｎ含有量：１．９５質量％、Ｂ含有
量：０．６６質量％）
（６）ジヒドロカルビルジチオリン酸亜鉛（Ｚｎ－ＤＴＰ）
　　第一級アルキルジチオリン酸亜鉛（Ｐ含有量：７．４質量％）
（７）基油：４０℃の動粘度が１２０ｍｍ2／ｓの基油（基油混合物）
【００３４】
　［潤滑油組成物の評価］
　各潤滑油組成物について、トランクピストンディーゼルエンジンのピストンのトップリ
ングの摩耗特性を評価する試験として知られているファレックス試験を下記の条件にて行
なった。
　試験油温度：１００℃
　ステップアップ荷重：１１５ｋｇで５分、次いで２２７ｋｇで５分、そして最後に３４
０ｋｇで２０分
　評価方法：ピン摩耗量（ｍｇ）で評価した。摩耗量の少ない方が好ましい。
【００３５】
　試験した潤滑油組成物の添加剤成分組成と評価結果を表２に示す。
【００３６】
　　　　　　　　　　　　　　　　表２
────────────────────────────────────
                        実　施　例      　　　　比　較　例　　　　
                　　　　３　　　４      ５      ６      ７      ８
────────────────────────────────────
フェネート　　　Ca%     0.09     0.22    --     0.09     0.22   0.55
サリシレートＡ  Ca%     0.39    0.18    0.24    0.39    0.85    0.53
サリシレートＣ  Ca%     0.25    0.30    0.37    0.60     --      --
サリシレートＤ  Ca%     0.35    0.37    0.46     --       --     --
無灰性分散剤    N%      0.016   0.016   0.016   0.016   0.016   0.016
                B%      0.005   0.005   0.005   0.005   0.005   0.005
Ｚｎ－ＤＴＰ    P%      0.04    0.04    0.04    0.04    0.04    0.04
────────────────────────────────────
ピン摩耗量（ｍｇ）      1.5     3.5     9.0     4.6     4.7     13.9
────────────────────────────────────
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